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問題は「問題」にある＋予測マシン 
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→SS2009_PFOV_20090618.ppt (2.8MB) 
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→SS2009_PFIV_20090618.ppt (2.5MB) 

札幌のソフトウェアシンポジウム 2009モデリングWG用の資料を作成しました。飯
泉さんは『問題は「問題」にある』と題し、問題フレームの概要をまとめました。私

は、問題フレームを適用して見積り手法を支援するソフトウェアを採上げました。 
 

 
問題フレームを１時間程度で説明するのは至難の技なので、ジャクソン先生の考え方

やポイントになるところをかいつまんで説明する程度です。JSP, JSD といった手法
のコンセプトも織り交ぜて説明を試みています。JSP はプログラミング、JSD はプ
ログラムの総体としてのシステムを対象としています。両手法とも問題フレームに昇

華されて組込まれています。 
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ジャクソン先生の仕事は哲学的に深いので、世界観や認識論の領域まで踏み込む必要

があります。飯泉さんの説明は、数学の世界でのポーリヤの『いかにして問題をとく

か』という名著をあげて、数学と同じようにソフトウェアの世界にも問題と解とを考

えるとよいというシナリオになっています。なかなかいい感じ。 
 
問題フレームの「フレーム」は、ミンスキーの『心の社会』に述べられている人間の

認識や情報の蓄積方法をまとめた『フレーム理論』の問題にも関係しているようにも

思えます。パターンと言えばパターンなのですが、実践の集大成というより、もっと

人間の問題把握能力に近い考え方です。 
 

 
ジャクソン先生の「インタフェース」の考え方は、開発者の使っている用語概念とは

かなり異なります。このことを理解するのは、とても重要なことなので、丁寧に解説

しています。インタフェースが異なる世界の間の共有現象であるというのは、とても

有力です。JSDではインタフェースをイベント（共有事象）として扱っています。そ
して共有事象以外にイベントは認識できないというのも、なかなか面白いところだっ

たりします。問題フレームでは、イベント以外の共有現象もあります。 
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予測マシンの話の伏線として、ドメインとインタフェース、モデルドメインのスライ

ドを飯泉さんの話の中に入れてもらいました。モデリングWGの会合ですから、「モ
デリング」の話はしなくてはね♪ 飯泉さんと私との話以外の方々の言う「モデリン

グ」は分析や定式化という意味でのモデリングなので趣きがだいぶ異なります。問題

フレームでのモデリングは類推モデルを作ることなので、実世界とは似て非なる類似

実体を構築することになります。 
予測マシンの話は、問題フレームの実問題への適応の話です。 

 
大局としては、「ソフトウェア経済学」を実行可能知識化して、見積りの場面で使え

るソフトウェアを構築するものです。ソフトウェアは複数の組織•人と協調しなくて

は、価値あるものにはなりません。問題フレームは、問題領域での役割分担をするた

めの仕組みとしても有効です。私は、ソフトウェア経済学に必要な学問、理論領域の

知識を組みこんでいきたいので、それを可能にする問題構造を構築していきたいと考

えています。モデルドメインは、広い意味での、知識体系や学問領域のインタフェー

スを与えるものと直感しています。 
 
今回のWGでは、ソフトウェア経済学の見積りに焦点をあてています。価値や価格決
定論等も行く行くは採上げたいと考えています。 
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まず従来の見積り手法（FP法や COCOMO法）での予測手法をベースに、アジャイ
ルプロセスでの見積り手法とはどういったものかをまとめてみました。春までやって

いた SEC の見積り調査の折の考え方がとても役に立ちます。EMD（Estimation 
Method Diagram）も活用して、これを問題フレームのドメインを対応させるという
戦略を採っています。 

 
モデルドメインを理論領域のインタフェースとして活用するというアイディアは、イ

ケていると信じています。CBRやベイズ推論等も絡ませることも可能です。たぶん。 

 
■ 


